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生活習慣病の解消に同時に取り組む、日本発の社会貢献運動です。
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Vol.49 2025年9月 テーブルの向こう側から

新カリキュラムの導入に伴い、時間割の構
成が見直され、教科書も刷新されました。教
員も研修を受けたり授業の進め方を変え
たり、新しい教育に対応するための準備が
求められています。

教科書は全国の公立学校に無償で配布さ
れます。ただし、すべての学校で同時に新し
い教科書を使えるわけではありません。ル
シンガ島では、本来1月から使用すべき教
科書が、実際には5月や6月になってようや
く届くこともありました。

ケニアでは2017年から教育制度の改革が進められてい
ます。2年間の就学前教育に始まり、中学3年生までが義
務教育とされ、卒業試験の成績によって進級先が決まり
ます。また、新制度は、従来の知識偏重・暗記型の学習か
ら、個々の能力を育む学習を重視する「コンピテンシー・
ベース教育課程（CBC）」への転換を目指しています。
一方で、高校進学までは留年をさせず、全員を進級させ
る方針がとられており、理解が不十分なまま学年を上が
る生徒が増加。結果として、学級全体の学力低下や教員
の負担増が懸念されています。
2025年6月にケニアの支援先を訪問し、現場の先生方
から、こうした改革が生徒・教員・学校運営に及ぼす影
響について伺いました。

ケニアの教育制度改革と現場の声

日本総研は、2拠点の食堂で毎日TFTメ
ニューを提供し、社員の健康と交流を支えて
います。2023年のリニューアルで生まれたカ
フェスタイル空間は、食事や会話、作業やイベ
ントなど、多彩なシーンで活躍します。POPや
掲示板、社内ポータルで広報も行い、フードレ
スキューやおにぎりアクションなど、食を通じ
た社会貢献への参加を促しています。

TFTメニューは魚料理を中心に、豆腐ハン
バーグや四川風ゆで豚プレート、大豆ミート
のカレーなど幅広く展開。規格外野菜を使っ
たゴーヤチャンプルでは「生産者支援」「食材
ロス削減」にも貢献します。美味しさと栄養、
そして社会性をあわせ持つ一皿を日々提供
し、社員に自然に浸透しています。

Kenya

将来なりたい職業は？‒「先生」と答える小学5年生


